
 

■日 時  第１日－令和２年１月２３日（木）午後２時から午後４時まで 

      第２日－令和２年２月１９日（水）午後２時から午後４時まで 

■会 場  第１日－北本市文化センター ３階 第１・２会議室 

      第２日－北本市役所 １階 庁舎ホール 

■参加者  市内に所在する企業の若手経営者及び従業員（20～40 歳代） 

      埼玉県立北本高等学校生徒 

 

■内 容 

「ビジネスの手法」を活用した 

まちづくりアイデアを創出する‼       

■テーマ 

○健康でいきいきと暮らせるまち 
健康づくりや生きがいづくりの施策を推進するとともに、暮らしの安心を支える保健・医療の充実 

や社会保障制度の適正な運営に努め、誰もがいきいきと暮らせるまちを目指します。 

 ○快適で安心・安全なまち 
美しい自然を守りながら、住環境や都市基盤の整備・維持管理を推進するとともに、防犯・防災   

の取組を充実させ、快適で安心・安全に暮らせるまちを目指します。 

 ○活力あふれるまち 
各種産業の振興を総合的に推進するとともに、様々な地域資源を活用し、活力あるまちを目指しま 

す。 

 ○若者の移住・定住・交流の促進 
若い世代の希望に合った住環境を整備・提供することで「住みたくなるまち」としての魅力を高め 

るとともに、その後の暮らしにおいて安全・安心・安らぎを感じてもらえるような取り組みを進め 

て「住み続けたいまち」としての魅力を高め、東京や県南部などへの転出の抑制を図ります。 

 ○めざせ日本一、子育て応援都市 
若い世代が安心して結婚・子育てができるよう、不安要素をなくすための支援をまちぐるみで一体 

となって行い、出生率の向上につなげます。 

  また、これまでも注力して取り組んできた子育て環境・教育環境の整備をさらに強化し「出産・子 

育てに優しいまち」として若い世代にアピールしていくとともに、子育てしながら働きたいと考え 

ている母親が、希望する働き方を実現するための支援と就労環境の整備を進めます。 

 

■進め方 

〔アイデア創出の原則〕 

○ 現在の状況や資源、過去の事象等にとらわれず、未来志向で理想を描く！ 

○ 地域企業、市民団体、域外企業等とパートナーシップを組むことにより生まれ

る可能性を考える！ 

★第１日 

 

 

★第１日目から第２日までの作業 

 
 

★第２日〔２月１９日（水）〕（予定） 

・グループとしてアイデアを磨き上げる 

・グループとしてアイデアをまとめる 

・発表  

①テーマ・
地域課題を
知る

②SDGsの
思考法を
学ぶ‼

③グループ
ワーク
• 地域課題を掘り下げる。

•アイデア交換をする。

①個人ワーク
• 「アイデアデザインシー
ト」に沿って、自分のア
イデアをまとめる。

②グループ内
メンバーの
考え方を知る

③イメージをふ
くらませる！

• グループとしてのアイデ
アを洗練させる。

『地方創生に向けた若者会議』第１日の進め方 

２月７日(金)まで ２月１２日(水)～２月１９日（水） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方創生に向けた若者会議第１日 次第 

 

日時 令和２年１月２３日（木） 

                       １４時から 

会場 北本市文化センター第１・２会議室 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ  北本市長 三宮 幸雄 

 

 あいさつ  関東経済産業局 地域経済部長 北廣 雅之 

 

３ オリエンテーション 

 

４ 講  演 

  テーマ  SDGs を道しるべとする 21 世紀型経営への変革 

        ～未来から選ばれる地域と企業になるために～ 

   講 師  MS＆AD インターリスク総研株式会社 

        産学官公民金連携・特命共創プロデューサー 原口 真 氏 

 

～休憩～ 

 

５ 地域課題の共有・深化 

 

６ 閉  会 

 

【配布資料】 

・ 第五次北本市総合振興計画概要版 

・ 資料１ 『地方創生に向けた若者会議』の進め方 

・ 資料２ テーマ 

・ 資料３ アイデアデザインシート 

・ 資料４ アイデアデザインシート（記入イメージ） 

・ 講演資料 SDGs を道しるべとする 21 世紀型経営への変革 

     ～ 未来から選ばれる地域と企業になるために ～ 

・ 市企画課メールアドレス 

・ 参加者リスト 
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資料１ 


